
本
連
合
会
の
第
十
回
常
任
理
事

会
が
六
月
十
四
日
、
東
京
・
市
ケ

谷
の
私
学
会
館
で
開
か
れ
、
当
面

す
る
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

私
立
中
学
高
校
へ
の
対
応
や
、
平

成
二
十
四
年
度
私
学
関
係
政
府
予

算
概
算
要
求
へ
の
対
応
等
を
審
議

し
た
。
こ
の
う
ち
被
災
校
へ
の
対

応
で
は
、
初
め
に
出
席
の
福
島
県

私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
長
の
山

﨑
勲
常
任
理
事
が
本
連
合
会
の
見

舞
金
に
感
謝
し
た
上
で
、
東
京
電

力
の
原
発
の
放
射
能
漏
れ

事
故
に
よ
り
福
島
県
か
ら

一
万
人
以
上
が
県
外
に
流

出
す
る
な
ど
、
浜
通
り
地

方
を
中
心
に
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
が
、
負
け

ず
に
頑
張
り
た
い
と
語
っ

た
。
本
連
合
会
が
全
国
の

私
立
中
学
高
校
に
呼
び
か

け
て
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

は
約
一
億
八
千
万
円
に
上

り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

青
森
、岩
手
、宮
城
、
福
島
、

茨
城
、
千
葉
の
六
県
に
お
け
る
私

立
中
学
高
校
の
物
的
被
害
額
は
約

百
六
十
八
億
円
に
上
っ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
常

任
理
事
会
を
一
旦
中
断
し
、
私
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
（
吉
田
晋
理

事
長
）の
理
事
会
に
切
り
替
え
、福

島
事
務
局
長
が
各
県
私
学
協
会
を

通
じ
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
と
同
基

金
積
立
金
の
一
部
取
り
崩
し
額
と

を
合
わ
せ
災
害
見
舞
金
等
の
財
源

と
す
る
こ
と
、
対
象
は
被
害
の
大

き
か
っ
た
六
県
で
、
被
災
校
に
は

災
害
見
舞
金
を
、
そ
の
ほ
か
必
要

に
応
じ
て
保
護
者
を
亡
く
し
た
生

徒
に
は
修
学
支
援
金
を
支
給
す
る

な
ど
の
各
種
支
援
措
置
、
六
県
以

外
の
被
災
校
に
対
し
て
は
私
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
従
来
の
枠
組

み
で
対
応
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

そ
の
後
、
常
任
理
事
会
を
再
開

し
、
平
成
二
十
四
年
度
政
府
予
算

に
対
す
る
概
算
要
求
に
関
し
て

は
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補

正
予
算
編
成
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
両
者
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
連
合

会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本

線
通
り
、経
常
費
補
助
の
維
持
・
拡

充
、
耐
震
補
助
の
拡
充
等
を
中
心

に
予
算
要
望
を
展
開
し
て
い
く
方

針
が
説
明
さ
れ
、了
承
さ
れ
た
。特

に
耐
震
補
助
に
関
し
て
は
、
公
立

校
に
つ
い
て
は
国
が
ほ
と
ん
ど
丸

抱
え
で
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
、

公
立
の
小
・
中
学
校
は
今
後
四
年

程
度
で
耐
震
化
が
完
了
す
る
見
通

し
に
あ
る
こ
と
、
私
立
学
校
に
関

し
て
も
公
立
校
並
み
に
補
助
率
を

引
き
上
げ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く

方
針
が
説
明
さ
れ
た
。
具
体
的
な

要
望
書
に
つ
い
て
は
七
月
十
二
日

の
常
任
理
事
会
で
協
議
す
る
。

こ
の
ほ
か
七
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
る
電
力
の
使
用
制
限
の
動

向
、
生
徒
数
の
将
来
予
測
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
公
立
中
高
一

貫
教
育
校
で
の
学
力
検
査
実
施
を

め
ぐ
る
中
教
審
作
業
部
会
で
の
検

討
状
況
が
報
告
さ
れ
、
本
連
合
会

の
考
え
を
早
急
に
ま
と
め
、
同
作

業
部
会
、
文
部
科
学
省
に
提
出
す

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
公

立
の
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
に

関
し
て
は
近
畿
圏
か
ら
も
塾
を
巻

き
込
ん
で
受
験
競
争
が
過
熱
し
て

い
る
実
情
が
報
告
さ
れ
た
。
日
本

私
学
教
育
研
究
所
か
ら
は
私
学
経

営
研
修
会
が
百
九
十
人
近
い
参
加

者
を
集
め
終
了
、
六
月
十
七
日
の

教
育
課
程
部
会
も
百
人
の
定
員
に

対
し
て
申
し
込
み
数
は
百
五
十
人

を
上
回
っ
た
こ
と
、
研
修
会
の
今

後
の
日
程
等
が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行
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本
連
合
会
は
五
月
十
七
日
、
東

京
・
市
ケ
谷
の
私
学
会
館
で
第
百

六
十
四
回
理
事
会
・
第
百
三
十
七

回
評
議
員
会
合
同
会
議
を
開
い

た
。
こ
の
日
は
、
報
告
・
審
議
に

先
立
っ
て
、
文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
の
河
村
潤
子
私
学
部
長
と
森

田
正
信
私
学
助
成
課
長
が
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
私
立
学
校

へ
の
国
の
支
援
・
対
応
に
つ
い
て

説
明
、
理
事
、
評
議
員
か
ら
の
質

疑
等
に
答
え
た
。

こ
の
日
は
私
学
部
長
が
出
席
し

た
た
め
、
宮
城
県
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
の
松
良
千
廣
会
長
と

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

の
山
口
力
利
事
務
局
長
が
、
大
震

災
等
に
よ
る
被
災
状
況
や
厳
し
い

窮
状
等
を
説
明
、
被
害
の
様
々
な

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援

を
要
請
し
た
。
特
に
福
島
で
は
原

発
問
題
の
収
束
が
見
え
ず
、
風
評

被
害
が
拡
大
す
る
中
で
、
改
め
て

早
期
の
収
束
と
賠
償
に
目
途
を
付

け
る
こ
と
、
正
し
い
情
報
・
知
識

の
伝
達
、
外
気
を
取
り
込
ま
な
い

エ
ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
が
要
請
さ

れ
た
。
ま
た
福
島
県
が
元
気
な
と

こ
ろ
を
示
す
た
め
に
も
今
年
七
月

に
福
島
市
で
開
催
予
定
の
東
北
地

区
の
私
学
教
員
研
修
会
は
予
定
通

り
開
催
す
る
こ
と
を
予
告
し
た
。

河
村
部
長
に
は
出
席
の
私
学
関

係
者
か
ら
矢
継
ぎ
早
に
質
問
が
出

さ
れ
た
が
、
河
村
部
長
は
補
正
予

算
で
十
分
な
額
を
確
保
し
て
い
る

の
で
（
補
助
金
の
対
象
と
な
る
か

ど
う
か
）
疑
義
の
あ
る
も
の
は
全

部
（
補
助
金
の
申
請
を
）
出
し
て

ほ
し
い
、
融
資
に
関
し
て
も
弾
力

的
に
扱
う
、
私
学
事
業
団
に
も
再

度
話
し
て
み
る
こ
と
、
ま
た
原
発

賠
償
の
交
付
に
は
時
間
が
か
か
る

た
め
、
補
助
金
や
融
資
も
考
え
て

い
き
た
い
と
語
っ
た
。

そ
の
ほ
か
出
席
の
私
学
関
係
者

か
ら
は
、
夏
の
電
力
使
用
制
限
へ

の
意
見
や
耐
震
化
補

助
の
補
助
率
引
き
上

げ
を
求
め
る
意
見
な

ど
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
報
告
・

審
議
に
入
り
、
三
月

の
合
同
会
議
が
東
日

本
大
震
災
の
影
響
の

た
め
開
催
で
き
ず
、

書
面
審
議
で
平
成
二

十
三
年
度
事
業
計
画

や
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
こ
と
、
引
き
続

い
て
役
員
の
異
動

や
、
連
合
会
の
平
成
二
十
三
年
度

の
会
務
分
掌
等
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
監
事
の
選
任
も
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
助
川
監
事
の
退
任
に

伴
う
後
任
の
選
任
で
、
合
同
会
議

を
一
時
中
断
し
て
選
衡
委
員
会
が

開
か
れ
、
そ
の
結
果
、
山
本
与
志

春
・
青
山
学
院
中
等
部
長
が
監
事

候
補
者
に
選
出
さ
れ
、
会
議
再
開

後
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
度
の

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
が
行
わ

れ
、
事
業
報
告
に
関
し
て
は
堀
井

基
章
副
会
長
が
、
昨
年
の
私
学
振

興
全
国
大
会
に
は
約
二
千
二
百
人

の
私
学
関
係
者
や
保
護
者
ら
が
参

加
し
た
こ
と
、
高
校
就
学
支
援
金

が
昨
年
の
四
月
か
ら
交
付
さ
れ
た

が
、
手
続
き
や
内
容
を
め
ぐ
っ
て

大
変
混
乱
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
た
。
決
算
報
告
に
い
て
は
廣
瀬

和
喜
会
計
部
会
長
と
福
島
事
務
局

長
が
説
明
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
の
松
村
監
事
の
監
査
報
告

の
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
東
日
本
大
震
災
義
援

金
（
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
）

の
納
入
状
況
な
ど
も
報
告
さ
れ
、

五
月
十
六
日
現
在
で
約
一
億
七
千

百
万
円
に
上
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
四
月
十
日
現
在
の

私
立
中
学
校
と
高
校
の
生
徒
数
調

査
結
果
の
概
要
が
福
島
事
務
局
長

か
ら
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
日
本

私
学
教
育
研
究
所
か
ら
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ

と
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
今
後
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え

を
明
ら
か
に
し
た
。

理事会・評議
員会合同会議

２２
年
度
の
事
業
報
告
な
ど
承
認

大
震
災
へ
の

支
援
・
対
応

文
科
省
と
質
疑
応
答

平成２３年度会務分掌
平成２３年５月１７日

委員会委員

松良千廣 工藤誠一 木内秀樹
嘉悦 克 長谷川了 平岡正巳
山中幸平 安部直樹

小川義男 西村 清 清水哲雄
平方邦行 石田正城 西門義博
大多和聡宏 中川武夫

千葉 満 大羽克弘 満田 稔
山本綱義 坪光正躬 徳野光博
添田昌邦

森本正夫 山� 勲 長塚篤夫
平方邦行 岩坂正雄 梅村光久
新田光之助

川村和豊 小茂田恵三 高地弘泰

森 靖喜 木内秀樹 村崎正人
上田祐規

渋谷一郎 熊見一郎 正村幸雄

實吉幹夫 山中幸平 中川武夫

委員会名

私学助成委員会
委員長 近藤彰郎

教育制度委員会
委員長 實吉幹夫

生徒収容委員会
委員長 長塚篤夫

義務教育委員会
委員長 清水哲雄

調査委員会
委員長 森本純生

総務広報委員会
委員長 堀井基章

会計委員会
委員長 廣瀬和喜

中高連・日私教研
連携委員会
委員長 近藤彰郎

部会名

私学振興部会

部 会 長 近藤彰郎
副部会長 新田光之助

調査研究部会

部 会 長 實吉幹夫
副部会長 山中幸平

総務広報部会
部 会 長 堀井基章
副部会長 大羽克弘

会計部会
部 会 長 廣瀬和喜

特別部会
部 会 長 吉田 晋
副部会長 森本純生

補正予算等に対する質問が多数出された
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政
府
は
四
月
二
十
二
日
の
閣
議

で
平
成
二
十
三
年
度
第
一
次
補
正

予
算
案
を
決
定
し
、国
会
に
提
出
、

五
月
二
日
に
国
会
で
同
予
算
が
成

立
、
復
旧
事
業
が
動
き
だ
し
た
。

文
部
科
学
省
関
連
予
算
の
う
ち

私
立
学
校
（
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
）
関
係
施
策
を
み
る
と
、
学

校
施
設
の
災
害
復
旧
費
補
助
は
二

百
八
十
八
億
円
、
激
甚
災
害
法
に

基
づ
く
も
の
で
、
被
災
し
た
校
舎

等
の
復
旧
に
関
し
て
は
二
分
の
一

以
内
で
補
助
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
私
立
学
校
教
育
研
究
活

動
復
旧
費
補
助
と
し
て
八
十
四
億

円
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
私

立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
に
お

い
て
教
育
研
究
活
動
の
復
旧
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

さ
ら
に
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
の
無
利
子
・
長
期
低

利
貸
付
事
業
実
施
の
た
め
の
逆
ざ

や
補

の
た
め
の
予
算
と
し
て
二

百
二
十
六
億
円（
大
学
等
を
含
め

て
）が
措
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
私

立
学
校
へ
の
災
害
復
旧
費
補
助
を

補
う
も
の
で
あ
り
、
災
害
復
旧
分

は
五
年
間
無
利
子
、
六
・
七
年
目

が
一
・
〇
％
の
貸
付
利
率
、
八
年

目
以
降
は
一
・
二
％
の
貸
付
利

率
、
経
営
資
金
分
は
、五
年
間
無

利
子
、六
・
七
年
目
が
〇
・
四
％

の
貸
付
利
率
。

修
学
支
援
で
は
、就
学
前
教
育
、

初
等
中
等
教
育
に
関
し
て
は
「
被

災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特

例
交
付
金
」（
仮
称
）を
創
設
す
る
。

予
算
額
は
百
十
三
億
円
。
都
道
府

県
に
基
金
（
私
学
限
定
で
は
な

い
）
を
設
け
、
震
災
に
よ
り
就
園

・
就
学
等
が
困
難
に
な
っ
た
幼
児

児
童
生
徒
に
対
し
て
、
奨
学
金
事

業
、
私
立
高
校
等
授
業
料
等
減
免

事
業
、
学
用
品
等
給
付
事
業
、
特

別
支
援
教
育
就
学
奨
励
事
業
、
幼

稚
園
就
園
奨
励
事
業
等
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
対
応
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
緊
急
派
遣
事
業
を
実

施
す
る
。
派
遣
人
数
は
国
公
私
立

学
校
を
合
わ
せ
て
一
千
三
百
人
。

予
算
額
は
三
十
億
円
。

今
後
、
政
府
で
は
原
子
力
賠
償

関
係
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
二
次

補
正
予
算
案
を
、
そ
の
後
は
本
格

的
な
復
興
事
業
の
第
三
次
補
正
予

算
を
編
成
す
る
予
定
。
本
格
的
復

興
予
算
は
菅
総
理
の
進
退
問
題
と

絡
ん
で
不
透
明
な
状
況
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
発
生
し

た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
で
の
放
射
能
漏
れ
事
故
以

降
、
特
に
福
島
県
は
風
評
被
害
を

含
め
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
連
合
会
は
五
月
三

十
一
日
、

木
義
明
・
文
部
科
学

大
臣
に
あ
て
要
望
書
を
提
出
し

た
。こ

れ
は

木
大
臣
が
五
月
二
十

七
日
の
記
者
会
見
の
中
で
打
ち
出

し
た
「
福
島
県
内
に
お
け
る
児
童

生
徒
が
学
校
に
お
い
て
受
け
る
線

量
低
減
に
向
け
た
当
面
の
対
応
」

と
の
方
針
に
対
し
て
私
立
中
高
と

し
て
の
要
望
を
表
明
し
た
も
の
。

要
望
事
項
は
、
大
き
く
分
け
て

二
点
。
一
つ
は
福
島
県
内
の
全
学

校
へ
の
線
量
計
設
置
に
つ
い
て

は
、
適
時
適
切
な
線
量
把
握
に
必

要
十
分
な
台
数
の
確
保
、
な
ら
び

に
近
隣
県
に
対
し
て
も
同
様
の
対

応
を
要
望
。
も
う
一
点
は
、
校
庭

の
土
壌
の
線
量
低
減
策
へ
の
国
の

財
政
支
援
で
は
、
私
立
学
校
に
関

し
て
も
全
面
的
に
国
に
よ
っ
て
措

置
さ
れ
る
こ
と
、
現
状
の
災
害
復

旧
の
枠
組
み
で
追
加
措
置
が
難
し

い
場
合
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
応
時

の
前
例
等
を
踏
ま
え
て
、
別
の
特

例
措
置
を
講
じ
て
で
も
国
に
よ
る

全
面
的
な
支
援
措
置
を
強
く
要
望

し
た
。
こ
う
し
た
本
連
合
会
の
要

望
に
対
し
て
同
省
は
、
私
立
学
校

の
校
庭
等
の
放
射
線
低
減
事
業
に

つ
い
て
は
国
が
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
財

政
支
援
し
て
い
く
考
え
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
実
施
に
移
さ
れ
る

見
通
し
。

電
気
事
業
法
に
基
づ
く
電
気
の

使
用
制
限
は
七
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
る
が
、
私
立
学
校
の
多
く
の

学
校
で
も
使
用
制
限
の
対
象
と
な

る
。
契
約
電
力
五
〇
〇
㌔
ワ
ッ
ト

以
上
の
学
校
が
該
当
す
る
も
の

で
、
東
京
電
力
管
内
で
は
九
月
二

十
二
日
（
東
北
電
力
管
内
で
は
九

月
九
日
）
ま
で
の
平
日
朝
九
時
～

夜
八
時
ま
で
が
対
象
期
間
・
時
間

帯
。
土
日
、
祝
日
、
夜
間
は
使
用

制
限
の
対
象
外
。
昨
年
同
期
間
・

同
時
間
帯
に
お
け
る
使
用

大
電

力
値
（
一
時
間
単
位
、
瞬
間
的

大
値
で
は
な
い
）
の
八
五
％
が
使

用
で
き
る
上
限
値
と
な
る
。
対
象

者
は
電
気
事
業
者
と
の
契
約
単
位

（
事
業
所
単
位
）で
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
契
約
電
力
五
〇
〇
㌔
ワ
ッ

ト
未
満
の
小
口
需
要
家
は
政
府
の

「
節
電
行
動
計
画
の
標
準
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
」
等
を
参
考
に
自
主
的
な

節
電
行
動
計
画
を
策
定
・
公
表

し
、
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
各
家
庭
も
同
様
に
一
五
％
の

節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
文
部

科
学
省
で
は
各
学
校
に
お
け
る
節

電
対
策
に
関
し
て
五
月
十
九
日
付

で
事
務
連
絡
を
都
道
府
県
私
立
学

校
担
当
主
管
課
に
送
付
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
は
電
力
需
要
の
平

準
化
を
図
る
た
め
、
土
曜
日
や
日

曜
日
に
授
業
を
振
り
替
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
な
ど
と
し
て
い
る

が
、
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
学

校
の
施
設
設
備
が
指
導
上
・
管
理

上
不
適
切
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ

う
留
意
を
促
し
て
い
る
。

２３
年
度
の

第
一
次
補
正
予
算
が
成
立

私
立
学
校
復
旧
事
業
等
を
開
始

本
連
合
会
が

文
科
大
臣
に

学
校
に
お
け
る

線
量
低
減
で
要
望

電
気
使
用
量
１５
％
削
減

７
月
１
日
か
ら
実
施
へ

東
北
電
力
管
内
９
月
９
日
ま
で

東
京
電
力
管
内
９
月
２２
日
ま
で
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「
東
日
本
大
震
災
」
は
私
立
学

校
も
大
き
な
被
害
を
残
し
た
。

文
部
科
学
省
が
五
月
二
十
四
日

現
在
で
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
大
震
災
に
よ
る
私
立
学
校
の

園
児
・
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
の

死
者
数
は
百
二
十
三
人
、
負
傷
者

数
は
百
二
十
七
人
、
行
方
不
明
者

数
は
二
十
三
人
に
上
り
、
何
ら
か

の
物
的
被
害
を
受
け
た
私
立
学
校

は
十
九
都
道
県
で
大
学
等
含
め
千

四
百
二
十
五
校
に
も
及
ん
だ
。

そ
の
な
か
で
も
宮
城
県
で
は
津

波
等
で
命
を
落
と
し
た
私
立
学
校

の
生
徒
や
園
児
等
が
九
十
四
人
に

及
び
、
福
島
県
の
十
人
、
岩
手
県

の
十
七
人
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

特
に
沿
岸
部
に
も
点
在
す
る
私

立
幼
稚
園
が
大
き
な
被
害
を
受
け

る
結
果
と
な
っ
た
。

私
立
中
学
や
高
校
は
比
較
的
高

台
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
宮
城

県
内
で
も
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
で
も
激
し
い
地
震
の
揺

れ
、
そ
の
後
の
度
重
な
る
余
震
で

校
舎
が
大
き
く
損
壊
、
使
用
不
能

に
な
っ
た
、
体
育
館
の
天
井
が
落

下
し
た
、
ま
た
関
東
地
方
で
も
液

状
化
現
象
に
よ
り
校
舎
の
大
規
模

な
補
修
等
が
必
要
と
な
っ
た
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
た
。

そ
う
し
た
一
方
で
、
学
校
施
設

を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
た
私
立

学
校
は
、
大
学
・
短
期
大
学
で
六

十
七
校
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で

で
三
十
校
あ
り
、
こ
の
う
ち
高
校

に
関
し
て
は
十
四
校
、
中
学
校
で

は
三
校
が
避
難
所
と
な
っ
た
。

ま
た
福
島
県
で
は
、
東
京
電
力

の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の

放
射
能
漏
れ
事
故
が
私
立
学
校
に

も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。

原
発
か
ら
二
十
キ
ロ
～
三
十
キ

ロ
圏
内
に
私
立
高
校
が
一
校
あ
る

が
、
休
校
状
態
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
ま
た
広
く
県
内
の
学
校
で
は

放
射
線
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

校
庭
の
表
土
を
削
っ
た
り
、
校
庭

で
生
徒
が
活
動
す
る
時
間
を
制
限

し
た
り
、
毎
日
、
放
射
線
量
を
測

る
作
業
な
ど
に
追
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
風
評
被
害
も
深
刻
で
、
来
年

度
の
生
徒
募
集
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
私
学
関
係
者
は
少
な
く
な

い
。

そ
う
し
た
厳
し
い
被
災
校
を
少

し
で
も
支
援
し
よ
う
と
本
連
合
会

が
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
活

用
し
て
始
め
た
義
援
金
募
集
は
、

六
月
十
三
日
現
在
、
一
億
八
千
三

百
五
十
九
万
二
百
十
九
円
に
達
し

た
。
義
援
金
は
全
国
七
百
二
十
二

の
私
立
中
学
高
校
、
日
私
学
保
連

な
ど
十
六
の
団
体
等
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
も
の
。
本
連
合
会
で
は
被
災

校
に
お
け
る
被
害
状
況
を
勘
案
し

た
上
で
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
、
茨
城
、
千
葉
の
六
県
を
被

災
県
と
し
て
、
各
私
学
協
会
を
通

じ
て
災
害
見
舞
金
、
さ
ら
に
は
被

災
生
徒
対
象
の
「
修
学
支
援
金
」

等
各
種
見
舞
金
を
贈
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

本
連
合
会
が
こ
れ
ま
で
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
被
災
六
県
の

私
立
中
学
高
校
の
物
的
被
害
額
は

百
二
十
四
校
で
約
百
六
十
八
億
円

に
上
る
。
今
後
時
間
の
経
過
と
と

も
に
被
害
額
が
増
え
る
可
能
性
も

あ
る
。
ま
た
私
立
中
学
高
校
の
生

徒
で
大
震
災
に
よ
り
死
亡
し
た
生

徒
は
五
人
、
保
護
者
が
死
亡
ま
た

は
行
方
不
明
の
生
徒
は
四
十
三

人
、
住
居
が
全
壊
し
た
生
徒
は
五

百
七
十
八
人
、
住
居
が
半
壊
し
た

生
徒
は
五
百
五
十
九
人
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
数
も
今
後
変
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
全

国
の
私
立
学
校
が
受
け
入
れ
を
表

明
し
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省
が

五
月
一
日
現
在
で
ま
と
め
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
私
立
中
学
校
で
は

三
十
人
、
私
立
高
校
で
は
百
三
十

四
人
の
被
災
生
徒
を
受
け
入
れ
て

い
る
。

東日本大震災による私立学校の被害状況
１．被害等の全体状況
※平成２３年５月２４日１９時現在で文科省に報告があったもの

① 人的被害 （単位：人）

都道府県
死亡 負傷 行方不明

�
�
上段：学生等
下段：教職員

�
�
�
�
上段：学生等
下段：教職員

�
�
�
�
上段：学生等
下段：教職員

�
�

岩手県 １７
（幼９、短１、
大５、専１）

（幼１）
１８
（大１３）

（大５）
６
（幼２、高１、
大１、専１）

（幼１）

宮城県 ９４
（幼５７、高５、
短２、大２６、
専１）

（幼２、大１）

１４
（大１、専６）

（幼１、大２、
専４）

１６
（幼４、中等
１、高１、大５）

（幼１、専４）

福島県 １０
（幼４、高１、
大５） １１

（高２、大６）

（幼２、高１）
１
（高１）

栃木県 ０ ４
（大３）

（大１）
０

群馬県 ０ ４
（大４）

０

埼玉県 ０ ２
（高２）

０

千葉県 ０ ３
（大３）

０

東京都 ２
（専２）

６８
（大３５、
専１４）

（高１、大７、
専１１）

０

神奈川県 ０ ３
（大３）

０

計 １２３

（幼７０、高６、
短３、大３６、
専２）

（幼３、大１、
専２）

１２７
（高４、大６５、
専２０）

（幼３、高２、
大１８、専１５）

２３

（幼６、中等
１、高２、大６、
専１）

（幼２、高１、
専４）

※一部の大学や専修・各種学校、宮城県、福島県の幼稚園等
について、引き続き安否確認中

② 物的被害 （単位：校）

都道
府県 幼稚園 小学校 中学校 高校

中等教
育学校

北海道 ２

青森県 ９ ３

岩手県 ３８ １ １ １０

宮城県 １０７ ４ ７ １８ １

秋田県

福島県 ８１ ２ ７ １８

茨城県 １２５ １ ７ ２３ ２

栃木県 ２３ ４

群馬県 １７ １ ６

埼玉県 ３６ ２ ８ １６

千葉県 ８３ １ ２２

東京都 ２２ ４ ９ １３

神奈川県 ２４ ２ ７ １０

新潟県 ３ １ １

富山県

山梨県 ３

長野県

静岡県 １０ ２

和歌山県

計 ５８３ １７ ４８ １４６ ３

物
的
被
害
受
け
た
私
立
学
校
１４２５
校

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況

私
立
中

学
高
校

物
的
被
害
額
は
約
１６８
億
円
に
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政
府
は
六
月
十
五
日
付
で
平
成

二
十
三
年
春
の
褒
章
を
、
十
八
日

付
で
叙
勲
を
発
表
し
た
。
発
令
は

四
月
二
十
九
日
付
。
こ
の
う
ち
私

立
中
高
関
係
の
受
章
者
は
次
の
各

氏
。

【
勲
章
】

（
旭
日
中
綬
章
）

▽
松
田
英
毅
・
作
陽
学
園
理
事

長
（
旭
日
小
綬
章
）

▽
山
田
紀
彦
・
月
江
寺
学
園
理

事
長（

瑞
宝
中
綬
章
）

▽
大
橋
秀
雄
・
元
工
学
院
大
学

理
事
長

（
瑞
宝
小
綬
章
）

▽
加
藤
紀
一
・
元
鵠
沼
女
子
高

等
学
校
校
長
▽
千
田
浩
文
・
元
専

修
大
学
北
上
高
等
学
校
校
長

◇

【
褒
章
】

（
藍
綬
褒
章
）

▽
小
川
道
雄
・
薫
英
学
園
理
事

長
▽
塩
澤
一
彦
・
正
則
学
園
理
事

長

本
連
合
会
は
五
月
十
七
日
、
今

年
四
月
十
日
現
在
で
調
査
し
た
私

立
中
学
校
と
高
校
の
新
一
年
生

数
、
総
生
徒
数
の
調
査
集
計
結
果

を
ま
と
め
た
。

こ
の
調
査
は
私
学
関
係
予
算
要

望
の
基
礎
資
料
等
に
活
用
す
る
た

め
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

特
に
今
春
の
高
校
入
学
者
数

は
、
昨
年
四
月
に
始
ま
っ
た
公
立

高
校
無
償
化
・
私
立
高
校
へ
の
就

学
支
援
金
支
給
が
入
学
者
数
の
増

減
に
ど
う
影
響
す
る
か
注
目
を
集

め
て
い
た
が
、
調
査
結
果
で
は
、

全
国
の
私
立
高
校
（
全
日
制
・
定

時
制
）
と
中
等
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
の
新
一
年
生
数
は
、
合
わ

せ
て
三
十
四
万
四
千
七
百
八
十
二

人
で
、
前
年
度
比
七
千
三
十
七
人

（
二
・
〇
％
）
の
減
少
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
前
年
度

と
比
べ
一
年
生
数
が
減
少
し
た
の

は
三
十
八
都
道
府
県
。

ほ
ぼ
全
員
が
高
校
等
を
受
験
す

る
中
学
校
卒
業
者
は
今
春
、
前
年

度
比
約
五
万
人
減
少
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
た
た
め
、
高
校
教
育

の
約
三
割
を
占
め
る
私
立
高
校
で

は
一
万
五
千
人
程
度
の
減
少
の
予

測
も
あ
っ
た
が
、
結
果
は
そ
の
半

分
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
が

就
学
支
援
金
に
よ
る
も
の
な
の
か

は
不
明
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
大
阪

府
で
は
新
一
年
生
が
前
年
度
に
比

べ
二
千
五
百
二
人
増
加
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
総
生
徒
数

は
百
万
一
千
五
百
十
五
人
で
、
前

年
度
比
七
百
十
六
人
（
〇
・
一

％
）
増
加
し
て
い
た
。

前
年
度
と
比
べ
総
生
徒
数
が
減

少
し
た
の
は
二
十
七
都
道
府
県
。

私
立
高
校
の
学
校
数
は
前
年
度
と

同
じ
一
千
三
百
三
十
四
校
。

一
方
、中
学
校
、中
等
教
育
学
校

（
前
期
課
程
）の
新
一
年
生
は
八
万

六
千
八
百
四
十
五
人
で
、
前
年
度

に
比
べ
八
百
五
十
四
人
（
一
・
〇

％
）
増
加
し
た
。
学
校
数
は
八
校

増
え
七
百
八
十
二
校
と
な
っ
た
。

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
総

生
徒
数
は
二
十
五
万
九
千
四
百
二

人
で
前
年
度
比
四
百
五
人
（
〇
・

二
％
）
の
減
少
。
総
生
徒
数
に
つ

い
て
は
二
十
都
道
府
県
で
前
年
度

比
減
少
し
、
二
十
七
県
で
増
加
し

て
い
た
。
総
生
徒
数
が

も
増
加

し
た
の
は
埼
玉
県
で
、
前
年
度
比

四
百
二
十
八
人
の
増
加
。

春
の
叙
勲

・
褒
章

私
立
中
高
校
関
係
で
７
人
受
章

４月１０日現在
生徒数調査

高
校
一
年
生
前
年
度
比

七
千
人
の
減
少

減
少
は
小
幅
に
と
ど
ま
る

平成２３年４月１０日現在都道府県別
私立高等学校生徒数と前年度との比較

◇高等学校（全日制・定時制）中等教育学校（後期課程） （人）
生徒数

２３年度
対前年度増減数

総生徒数
▲６３１
▲７１
▲１６１
▲７６
▲１３４
▲２１５
▲１００
１９０
▲４４１
０
▲５６
１５３
８４

１，０６２
▲５８４
５８
１１４
２３
１５３
▲１１２
▲１０３
７２

▲２２４
▲７７
２５５
▲３０２
２，４０５
▲１７８
▲２８７
▲９６
▲６５
６７
１７１
▲２１
▲４９
▲５３
▲５
１４
１
１１１
▲１４
▲３１７
２２２
１９７
▲２０３
▲６８
７
７１６

対前年度０．１％増
減少県２７

１学年
▲３４６
▲１７６
▲１８８
▲２８１
▲２１０
▲３４０
▲４５
１２４
▲３６６
▲２９１
▲４１
▲８５８
▲４９０
▲４５２
▲２，４１６
▲５２
▲４４
６３
４３
▲８４
２８

▲５０３
▲２４４
▲２７
▲３８
▲３８０
２，５０２
▲１５３
▲３２５
７

▲１５３
▲８９
２７
▲６
▲２１１
▲４８
▲１８
▲１３４
▲４５
▲６６
▲９
▲２３４
▲８６
２１

▲１２０
▲３０２
１９

▲７，０３７
対前年度２．０％減
減少県３８

２３年度
〔４月１０日現在調査〕

総生徒数
２９，２４３
９，３４０
６，７６７
１６，２７３
２，７６６
９，２９４
１０，３２９
１１，６６５
１９，６６６
１６，４６６
１２，０２３
５２，０２６
４６，０９８
６８，７６５
１７５，６１２
５，９７２
７，３４３
５，６７０
６，１８２
９，７８５
１１，０６３
３１，７００
５８，８７１
１０，４９８
７，３３９
２７，６６３
８５，６４８
３５，９７２
１０，４８４
４，６８２
３，２１７
４，０２７
１５，８３６
２２，３４２
９，８４６
８６４
５，８８７
８，３４５
５，５６９
５１，４７６
５，７８２
１２，４９４
１５，９２３
８，０６２
９，７５８
１４，１８７
２，６９５

１，００１，５１５

１学年
１０，０２７
３，２１６
２，２７８
５，６１１
９０９
３，１１８
３，５７６
４，１５７
６，４４４
５，６４５
４，１５６
１７，４０４
１５，６４６
２３，５９５
５８，８６７
２，１２６
２，５５８
２，００４
２，２１４
３，３８３
３，８１４
１０，７５３
２０，１４１
３，５５２
２，５２７
９，４２０
３１，８０３
１２，４５０
３，３８９
１，５８６
１，０９０
１，３９０
５，６０８
７，７２３
３，４１３
２６６
２，１００
２，９３８
１，８８６
１８，０７９
２，０８８
４，２４０
５，５７７
２，８７３
３，３８６
４，８４０
９１６

３４４，７８２

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
新 潟
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉
千 葉
神奈川
東 京
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野
岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

計
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１

公
立
中
高
一
貫
教
育
校

は
、
平
成
十
一
年
四
月
に
施
行
さ

れ
た
「
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
制
度

が
発
足
し
ま
し
た
が
、
学
校
の
設

置
・
運
営
に
係
る
費
用
の
全
額
を

公
費
で
賄
わ
れ
て
い
る
学
校
で
あ

り
、
何
よ
り
も
、
公
平
・
平
等
を

基
本
と
す
る
公
立
義
務
教
育
機
関

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
で
の
上

記
の
法
案
審
議
に
お
い
て
も
、「
受

験
準
備
に
偏
し
た
い
わ
ゆ
る
『
受

験
エ
リ
ー
ト
校
』
化
な
ど
、
偏
差

値
に
よ
る
学
校
間
格
差
を
助
長
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す

る
こ
と
」「
入
学
者
の
選
抜
に
当

た
っ
て
学
力
試
験
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
、
学
校
の
個
性
や
特
色
に

応
じ
て
多
様
で
柔
軟
な
方
法
を
適

切
に
組
み
合
わ
せ
て
入
学
者
選
抜

方
法
を
検
討
し
、
受
験
競
争
の
低

年
齢
化
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
配
慮
す
る
こ
と
」
等
の
趣
旨

の
付
帯
決
議
が
衆
参
両
院
の
委
員

会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２

こ
れ
を
受
け
て
、
文
科
省

で
は
、
平
成
十
年
六
月
二
十
六
日

付
で
「
中
高
一
貫
教
育
制
度
導
入

に
係
る
学
校
教
育
法
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」
を
所
管
局
長
名
で

発
し
、
学
校
設
置
者
と
な
る
各
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
国
会
の

付
帯
決
議
の
内
容
に
十
分
留
意

し
、
中
高
一
貫
教
育
制
度
が
そ
の

趣
旨
に
沿
っ
て
導
入
さ
れ
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
、
併
せ

て
、
こ
の
決
議
の
趣
旨
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
文
科
省
令
で
あ
る
学

校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
一
〇
条

第
二
項
（
同
一
一
七
条
で
併
設
型

中
学
校
に
準
用
）
に
「
公
立
中
等

学
校
お
よ
び
併
設
型
中
学
校
で

は
、
入
学
者
選
抜
に
当
た
っ
て
学

力
検
査
を
行
わ
な
い
も
の
と
す

る
」
と
定
め
ま
し
た
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
省

令
の
文
意
を
常
識
の
範
囲
で
読
め

ば
、
現
行
の
法
令
上
、
公
立
の
中

等
教
育
学
校
お
よ
び
併
設
型
中
学

校
で
は
、
入
学
者
選
抜
に
当
た
っ

て
「
学
力
検
査
」
は
実
施
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３

公
立
の
中
高
一
貫
教
育
校

は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
全
国

で
百
七
十
六
校
と
な
り
、
そ
の
う

ち
中
等
教
育
学
校
お
よ
び
併
設
型

中
高
一
貫
教
育
校
は
計
九
十
六
校

を
数
え
て
い
ま
す
。

制
度
発
足
以
来
十
二
年
を
経
た

現
在
、
全
国
の
三
十
四
の
都
府
県

の
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
（
中
等

教
育
学
校
お
よ
び
併
設
型
中
学

校
）
で
は
、
入
学
者
選
抜
に
当
た

っ
て
「
適
性
検
査
」
と
い
う
共
通

の
名
称
の
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
適
性
検
査
」
は
実
施
者
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
適
性
検

査
は
適
性
検
査
で
あ
っ
て
学
力
検

査
で
は
な
い
と
し
た
り
、
適
性
検

査
の
出
題
は
教
科
横
断
的
に
行
わ

れ
て
お
り
、
教
科
ご
と
の
学
力
を

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
「
学
校
段
階
間
の
連
携

・
接
続
等
に
関
す
る
作
業
部
会
」

（
小
川
正
人
主
査
）
は
、
五
月
三

十
日
、
文
部
科
学
省
内
で
第
五
回

会
合
を
開
い
た
。
こ
の
日
は
こ
れ

ま
で
の
審
議
内
容
等
を
基
に
小
川

主
査
と
同
省
が
作
成
し
た
「
中
高

一
貫
教
育
制
度
に
関
す
る
意
見
等

の
整
理
案
」
が
示
さ
れ
、
検
討
さ

れ
た
が
、
公
立
中
高
一
貫
教
育
校

で
の
学
力
検
査
の
実
施
解
禁
が
焦

点
と
な
っ
た
。
私
立
学
校
の
中
高

一
貫
教
育
の
高
い
教
育
効
果
に
着

目
し
た
文
部
科
学
省
は
平
成
十
一

年
に
中
高
一
貫
教
育
を
制
度
化
、

要
件
を
満
た
し
た
学
校
に
つ
い
て

は
教
育
課
程
上
の
特
例
措
置
を
付

与
す
る
な
ど
し
て
そ
の
設
置
を
奨

励
し
て
き
た
。
た
だ
し
受
験
競
争

の
低
年
齢
化
等
を
防
ぐ
観
点
か
ら

公
立
一
貫
校
で
は
学
力
検
査
は
実

施
し
な
い
と
定
め
た
。
し
か
し
実

際
に
は
実
質
的
な
学
力
検
査
で
あ

る
適
性
検
査
が
全
国
八
割
の
公
立

中
高
一
貫
校
で
行
わ
れ
、
公
立
一

貫
校
か
ら
は
学
力
検
査
実
施
解
禁

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

同
作
業
部
会
で
は
学
力
検
査
解

禁
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
出
さ
れ

た
が
、
公
立
中
高
一
貫
校
へ
の
学

力
検
査
解
禁
を
打
ち
出
す
可
能
性

は
少
な
く
な
い
。
同
作
業
部
会
の

次
回
・
第
六
回
会
合
は
六
月
二
十

二
日
に
開
か
れ
る
が
、
中
高
一
貫

教
育
の
検
討
作
業
が
そ
れ
で
終
了

す
る
見
通
し
。
そ
の
後
、「
意
見

等
の
整
理
」
は
中
教
審
の
初
等
中

等
教
育
分
科
会
に
報
告
さ
れ
る
。

本
連
合
会
は
六
月
二
十
日
、
中
教
審
「
学
校
段
階
間
の
連
携
・
接
続
等
に
関
す
る
作
業
部
会
」
に
公

立
中
高
一
貫
教
育
校
の
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
「
学
力
検
査
」
の
取
り
扱
い
で
意
見
書
を
提
出
し
た
。

中
央
教
育
審
議
会
の
教
員
の
資

質
能
力
向
上
特
別
部
会
（
田
村
哲

夫
部
会
長
）
は
、
六
月
十
五
日
、

都
内
の
会
館
で
第

十
回
会
合
を
開

き
、
同
部
会
が
今

年
一
月
に
ま
と
め

た
「
審
議
経
過
報

告
」
に
つ
い
て
法
改
正
に
向
け
具

体
的
・
専
門
的
な
調
査
審
議
を
行

う
「
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
」
を
新
設
す
る
こ
と
を
決

め
、
田
村
部
会
長
が
そ
の
メ
ン
バ

ー
を
指
名
し
た
。
Ｗ
Ｇ
の
メ
ン
バ

ー
は
、
座
長
の
横
須
賀
薫
・
十
文

字
学
園
女
子
大
学
長
を
含
め
八

人
、
そ
の
ほ
か
田
村
部
会
長
、
副

部
会
長
の
安
西
祐
一
郎
・
慶
應
義

塾
学
事
顧
問
と
小
川
正
人
・
放
送

大
学
教
養
学
部
教
授
が
適
宜
参
加

す
る
。
Ｗ
Ｇ
で
は
平
成
二
十
三
年

度
内
に
改
革
の
「
た
た
き
台
」
を

ま
と
め
る
予
定
。

同
部
会
で
は
私
立

学
校
で
の
教
員
の

在
り
方
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
り
、

文
部
科
学
省
か
ら
は
私
立
学
校
を

ど
う
す
る
か
は
今
後
検
討
し
て
い

く
、
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

（
７
面
へ
続
く
）

中
教
審
・

作
業
部
会�
意
見
等
の
整
理
案
�を
討
議

公
立
中
高

一
貫
校
の

学
力
検
査
実
施

是
非

が
焦
点
に

中教審教員
特 別 部 会

法
改
正
に
向
け
専
門
審
議

基
本
制
度
Ｗ
Ｇ
設
置

本本
連連
合合
会会
がが
公公
立立
中中
高高
一一
貫貫
教教
育育
校校
のの
��
学学
力力
検検
査査
��
でで
意意
見見
書書

�
適
性
検
査
�は
禁

止

さ
れ
た�
学
力
検
査
�

国
会
の
付
帯
決
議
の
趣

旨
が

反
故
に
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判
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
学
力

検
査
と
は
違
う
と
の
考
え
方
の
下

に
実
施
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
説
明
は
ど
う
あ
れ
、

適
性
検
査
が
学
力
判
定
の
有
力
手

段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
は
紛

れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
多
く
の

都
府
県
で
は
、
申
し
合
わ
せ
た
よ

う
に
「
適
性
検
査
」
と
い
う
同
じ

名
称
の
選
抜
手
段
を
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
見
方
を
変
え

れ
ば
、「
学
力
検
査
」
が
法
令
上

禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
共
通
認

識
の
裏
返
し
で
あ
り
、
さ
ら
に
い

え
ば
、「
適
性
検
査
」
自
体
が
不

適
正
な
検
査
で
あ
る
こ
と
の
証
左

と
い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

所
管
行
政
や
公
立
学
校
関
係
者

側
が
如
何
に
弁
明
し
よ
う
と
も
、

受
験
者
側
や
社
会
一
般
で
は
、
適

性
検
査
を
学
力
検
査
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
対
策

を
指
導
す
る
進
学
塾
が
都
市
部
を

中
心
に
数
多
く
存
在
し
、
公
立
中

高
一
貫
教
育
校
に
入
学
し
た
子
ど

も
た
ち
の
大
半
は
そ
こ
で
受
検
の

た
め
の
技
術
を
学
ん
で
い
る
の
が

現
状
で
す
。

４

仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
去
る
五
月
三
十
日
に
開
催
さ

れ
た
中
教
審
の
作
業
部
会
の
席

上
、
文
科
省
の
担
当
責
任
者
は
、

適
性
検
査
が
学
力
検
査
で
あ
る
こ

と
を
認
め
た
上
で
、
今
後
の
公
立

中
高
一
貫
教
育
校
の
入
学
者
選
抜

の
あ
り
方
を
議
論
し
て
欲
し
い
旨

の
説
明
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
が
事
実
だ
と
す
れ

ば
、
現
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る「
適

性
検
査
の
実
施
」
が
学
校
教
育
法

施
行
規
則
第
一
一
〇
条
第
二
項
に

違
反
す
る
違
法
な
行
政
行
為
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
国
会
の
付
帯
決

議
の
趣
旨
を
反
故
に
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
文

科
省
と
し
て
先
ず
行
う
べ
き
は
、

現
在
の
事
態
の
違
法
性
を
認
め
て

開
き
直
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の

都
府
県
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら

の
違
法
行
為
を
即
刻
取
り
止
め
さ

せ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
、
平
成
十
七
年
一
月
十

九
日
に
私
立
学
校
の
代
表
者
が
行

っ
た
「
公
立
中
高
一
貫
校
の
あ
り

方
に
関
す
る
質
問
」
に
対
し
て
、

文
科
省
の
担
当
責
任
者
は
「
公
立

中
高
一
貫
教
育
校
の
中
で
、
学
力

検
査
を
実
施
し
、
受
験
競
争
の
低

年
齢
化
を
招
い
た
り
、
受
験
エ
リ

ー
ト
校
化
し
て
い
る
実
態
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
学
校
に

つ
い
て
は
、
今
後
何
ら
か
の
対
応

や
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
り
う
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

こ
の
見
解
に
立
ち
、
適
性
検
査
が

学
力
検
査
と
認
め
る
の
だ
と
す
れ

ば
、
大
半
の
公
立
中
高
一
貫
教
育

校
に
は
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
と

な
る
は
ず
で
す
が
、
こ
の
見
解
も

ま
た
、
こ
の
五
年
間
で
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、文
科
省
は
、

上
記
の
衆
参
両
院
で
の
付
帯
決
議

や
自
ら
発
し
た
文
科
省
所
管
局
長

名
に
よ
る
通
知
の
趣
旨
を
行
政
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で

反
映
さ
せ
て
来
た
の
か
、
ま
た
、

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革
推

進
の
た
め
の
三
か
年
計
画
」
中
の

「
公
立
の
中
高
一
貫
教
育
に
関
す

る
問
題
点
の
是
正
」
に
示
さ
れ
た

厳
し
い
指
摘
事
項
に
対
し
て
は
ど

の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
対
応
が

行
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
な

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
唯
一
明
ら

か
な
こ
と
は
、「
公
立
中
高
一
貫

教
育
の
実
態
調
査
」
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
の
作
業
部
会
で
の
検
討
と

学
力
検
査
実
施
の
是
非
論
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
手
続
き
も
議
論
も
中

抜
き
で
、
い
き
な
り

終
テ
ー
マ

の
検
討
に
入
っ
た
と
い
う
不
自
然

さ
と
唐
突
感
は
否
め
ま
せ
ん
。

５

公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

入
学
者
選
抜
に
お
い
て
学
力
検
査

を
導
入
す
る
か
否
か
は
、
こ
の
制

度
の
根
幹
に
係
る
事
柄
で
あ
る
と

と
も
に
、
中
等
教
育
の
あ
り
方
に

も
繋
が
る
重
要
問
題
で
あ
り
、
作

業
部
会
の「
作
業
」に
は
到
底
馴
染

ま
な
い
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
件
は
、
こ
の
制
度
を
決
定

し
、
敢
え
て
付
帯
決
議
ま
で
行
っ

た
国
会
に
議
論
を
委
ね
、
制
度
発

足
十
二
年
を
経
た
現
時
点
で
の
公

立
中
高
一
貫
教
育
校
の
あ
り
方
、

入
学
者
選
抜
の
あ
り
方
を
改
め
て

検
討
す
る
中
で
、
学
力
検
査
の
導

入
の
是
非
に
つ
い
て
も
方
向
性
を

示
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
方
向
性

を
踏
ま
え
て
、
中
教
審
や
行
政
が

制
度
の
具
体
的
内
容
や
実
施
方
法

を
検
討
す
る
の
が
、
こ
の
制
度
が

法
律
に
由
来
し
、
し
か
も
今
後
の

教
育
や
社
会
の
あ
り
方
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
惧
れ
が
あ
る
と
考
え
れ

ば
、
な
お
の
こ
と
、
正
当
な
手
続

き
に
よ
っ
て
事
を
進
め
る
の
が
順

序
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
重
要

な
事
項
の
検
討
に
関
し
、
何
の
根

拠
も
権
限
も
な
い
中
教
審
の
作
業

部
会
で
基
礎
と
な
る
考
え
方
を
ま

と
め
、
こ
れ
を
今
後
の
議
論
の
た

た
き
台
に
供
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

６

時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
公
立
中
高
一
貫
教
育

校
は
、
依
然
と
し
て
公
立
義
務
教

育
機
関
で
あ
り
、
広
く
「
国
民
の

教
育
を
受
け
る
権
利
」
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を

大
の
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
に
は
何
ら
変
わ
り
な

く
、
そ
れ
故
、
学
校
運
営
費
の
全

て
が
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
以

上
、
学
校
運
営
に
お
い
て
も
、
入

学
者
選
抜
の
方
法
に
お
い
て
も
、

一
部
の
学
校
関
係
者
の
願
望
や
学

齢
期
の
保
護
者
の
期
待
な
ど
の
恣

意
的
な
世
論
で
な
く
、
大
方
の
納

税
者
す
な
わ
ち
世
の
中
の
大
勢
の

理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
も

税
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

学
校
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
一
部
の
国

民
だ
け
に
恩
恵
を
与
え
優
遇
す
る

よ
う
な
制
度
は
極
力
排
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
学
校
選
択
の
機

会
は
実
質
的
に
平
等
に
与
え
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
学
校
選
択
の
入
り
口
に
お

い
て
、
学
力
検
査
と
い
う
新
た
な

負
担
を
課
し
て
子
ど
も
た
ち
の
入

り
口
規
制
を
行
え
ば
、
公
立
中
高

一
貫
教
育
校
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

と
一
般
の
公
立
中
学
校
に
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
と
の
間
で
、
学
習
環
境

の
面
で
も
、
ま
た
、
優
越
感
や
劣

等
感
な
ど
の
意
識
や
意
欲
の
面
で

も
深
刻
な
格
差
を
生
じ
、
そ
れ
を

後
々
ま
で
引
き
ず
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
公
立
中
高

一
貫
教
育
校
の
入
学
者
選
抜
に
お

い
て
「
学
力
検
査
を
行
わ
な
い
」

と
し
た
こ
と
は
、
制
度
創
設
の
趣

旨
を
象
徴
的
に
示
し
た
も
の
と
考

え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
公
立
の
中

高
一
貫
教
育
で
あ
れ
ば
、
公
立
学

校
と
い
う
立
場
を
十
分
に
踏
ま
え

て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
は
設
置
さ
れ

た
は
ず
で
あ
り
、
学
校
の
成
り
立

ち
や
費
用
負
担
の
面
で
全
く
異
な

る
私
立
中
高
の
学
校
運
営
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
だ
け
を
安
易
に
模
倣
し

追
随
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
の
存
在
意

義
や
担
う
べ
き
役
割
を
否
定
す
る

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
納
税
者
や

国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
認

識
す
べ
き
で
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
制
度
発

足
時
に
現
在
の
方
向
性
や
考
え
方

を
定
め
、
し
か
も
、
納
税
者
の
意

思
が
先
ず
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
世

論
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
の
制
度
の

実
態
の
検
証
や
見
直
し
の
必
要
性

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
正

に
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
方
向

性
が
決
せ
ら
れ
る
べ
き
事
項
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
な
方

法
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
重
要

な
し
く
み
が
意
図
的
か
つ
済
し
崩

し
的
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
う
と
し

た
ら
、「
法
治
国
家
の
明
日
」
は
危

う
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

以
上

（
６
面
か
ら
の
続
き
）
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六
月
二
日
・
三
日
の
両
日
、
神

戸
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
神
戸
で
開
催
し
た
私
学
経

営
研
修
会
は
、
全
国
の
私
立
中
学

高
校
の
理
事
長
、
校
長
等
百
八
十

七
名
が
参
加
、「
混
迷
の
時
代
に

期
待
さ
れ
る
教
育
と
私
立
学
校
」

を
研
究
の
ね
ら
い
に
、
私
学
教
育

に
求
め
ら
れ
る
「
教
育
力
」「
経

営
力
」「
教
員
力
」
を
多
角
的
な

視
点
か
ら
探
っ
た
。
開
会
式
で

は
、
十
六
年
余
前
の
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
尽
力
し
「
私
学
は
兵
庫

の
宝
」
と
公
言
す
る
井
戸
敏
三
・

兵
庫
県
知
事
、
中
村
三
郎
・
神
戸

市
副
市
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
基
調
講
演
で
は
、
内
田
樹
・

神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
が
登

壇
、「
公
共
性
の
教
育
～
教
育
の

受
益
者
は
誰
か
」
と
題
し
て
、
学

校
教
育
は
時
々
の
政
権
・
地
方
行

政
の
長
等
の
理
念
に
左
右
さ
れ
る

べ
き
で
な
い
と
主
張
、
私
学
は
市

場
ニ
ー
ズ
に
迎
合
せ
ず
、
自
ら
が

行
い
た
い
教
育
を
追
求
し
、
あ
え

て
選
ば
れ
な
い
リ
ス
ク
を
引
き
受

け
る
進
路
を
提
言
、
学
校
教
育
の

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
支
え
る
私
学

人
を
激
励
し
た
。
中
央
と
開
催
県

の
情
勢
報
告
で
は
、
中
高
連
か
ら

吉
田
晋
会
長
に
よ
る
震
災
対
応
・

教
員
育
成
等

近
の
私
学
を
取
り

巻
く
諸
情
勢
の
講
演
、
實
吉
幹
夫

教
育
制
度
委
員
長
に
よ
る
就
学
支

援
金
制
度
改
革
等
の
報
告
後
、
清

澤
貞
二
・
兵
庫
県
企
画
県
民
部
管

理
局
教
育
課
長
が
県
私
学
振
興
策

を
語
っ
た
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
鈴
木
康
之
・
水

戸
女
子
高
校
理
事
長
・
校
長
、
熊

見
一
郎
・
神
戸
星
城
高
校
理
事
長

・
校
長
、
植
村
武
雄
・
小
泉
製
麻

株
式
会
社
取
締
役
社
長
が
前
記
の

三
論
点
か
ら
報
告
、
こ
れ
を
受
け

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
野
原
明

・
文
化
学
園
大
学
杉
並
中
学
高
校

名
誉
校
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
提

言
を
引
き
出
し
た
。

二
日
目
は
、
中
川
武
夫
・
日
私

教
研
所
長
が
中
教
審
の
審
議
状
況

等
と
研
究
所
改
革
を
報
告
の
後
、

意
見
交
換
会
で
は
、
研
究
所
専
門

委
員
・
役
員
が
世
話
役
と
な
り
、

学
校
改
革
、
生
徒
募
集
、
教
員
育

成
、
学
校
間
接
続
、
新
教
育
課
程

等
の
テ
ー
マ
毎
に
グ
ル
ー
プ
で
各

学
校
が
抱
え
る
課
題
を
報
告
、
討

議
・
意
見
交
換
し
、
前
日
の
教
育

懇
談
会
か
ら
同
メ
ン
バ
ー
で
懇
親

・
交
流
を
深
め
、
参
加
者
が
情
報

を
共
有
す
る
好
機
と
な
っ
た
。

午
後
に
は
市
内
の
共
学
校
（
神

戸
星
城
高
校
）、
男
子
校
（
灘
中

学
高
校
）、女
子
校
（
神
戸
海
星
女

子
学
院
中
学
高
校
）を
視
察
し
た
。

来
年
度
の
同
研
修
会
は
茨
城
県

・
水
戸
市
で
平
成
二
十
四
年
六
月

七
日
・
八
日
に
開
催
の
予
定
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
（
吉
田
晋
理
事
長
、
中
川
武
夫

所
長
）
は
五
月
十
七
日
、
東
京
・

市
ケ
谷
の
私
学
会
館
で
第
百
七
回

理
事
会
・
第
九
十
七
回
評
議
員
会

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
同
会
議

で
は
、
①
平
成
二
十
二
年
度
事
業

報
告
案
、
②
平
成
二
十
二
年
度
会

計
決
算
報
告
案
、
③
平
成
二
十
二

年
度
会
計
監
査
報
告
、
④
寄
附
行

為
細
則
の
改
正
案
、
⑤
新
法
人
へ

の
移
行
、
⑥
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
の
六
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

寄
附
行
為
細
則
の
改
正
は
、
理

事
、
監
事
、
評
議
員
の
選
出
基
準

等
細
則
条
文
の
一
部
変
更
な
ど
本

則
改
正
に
伴
う
見
直
し
。
ま
た
公

益
法
人
改
革
に
合
わ
せ
た
新
法
人

へ
の
移
行
に
関
し
て
は
、
公
益
財

団
法
人
へ
の
移
行
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
当
面
は
一
般
財
団
法
人
に

移
行
す
る
方
針
。
さ
ら
に
平
成
二

十
五
年
度
に
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る

記
念
事
業
に
関
し
て
は
、
新
た
に

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
に

入
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
五
十

周
年
記
念
事
業
と
新
法
人
へ
の
移

行
に
関
す
る
具
体
的
対
応
に
つ
い

て
は
吉
田
理
事
長
に
一
任
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
五
月
十

日
、
同
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
研
修
・
研

究
事
業
を
柱
に
積
極
的
に
情
報
発

信
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
新
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
連
日
五
千
件
を
超

す
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
夏
季

休
業
中
に
開
か
れ
る
教
員
免
許
状

更
新
講
習
や
、
六
月
以
降
に
実
施

を
予
定
し
て
い
る
各
種
研
修
の
日

程
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

教
育
課
程
部
会
が
六
月
十
七

日
、
大
阪
・
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
新
大

阪
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
約
百
六

十
名
が
目
前
に
迫
っ
た
高
等
学
校

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に

向
け
、
各
校
で
ど
の
よ
う
な
教
育

課
程
編
成
を
す
る
か
、講
演
、情
報

交
換
な
ど
を
通
じ
て
研
究
し
た
。

こ
の
中
で
、
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
の
柴
田
洋
三
郎
・
試
験
・
研
究

統
括
官
は
平
成
二
十
四
年
度
の
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
実
施
方

法
の
変
更
内
容
や
同
二
十
七
年
度

の
数
学
と
理
科
の
出
題
科
目
、
出

題
範
囲
と
出
題
科
目
の
選
択
方
法

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換

で
は
、
各
校
の
教
育
課
程
編
成
の

具
体
的
な
事
例
を
参
考
に
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
題
科
目

を
視
野
に
入
れ
た
編
成
、
中
高
一

貫
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基

準
の
特
例
の
導
入
等
に
つ
い
て
討

議
を
行
っ
た
。

新
法
人
移
行
や
５０
周
年
事
業
な
ど
審
議

理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議

開
催

私
学
経
営
研
修
会
に
１８７
人
が
参
加

教
育
課
程
部
会

に
は
１
６
０
人

参
加
校
間
で
情
報
交
換
も

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり
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